
あきる野市の公共交通に関する市民アンケート

日頃から市政に対してご理解とご協力をいただきありがとうございます。

あきる野市では、今後の市内の公共交通網の充実に向けた市民の皆様のニーズや、

今後市内で導入・拡充すべき交通手段等について検討するために、市民の皆様にア

ンケート調査を実施することとなりました。

なお、このアンケート票は、令和３年 12 月１日時点で満 18 歳以上の市民の皆様

から、無作為に抽出した 3,000 名を対象にお送りしています。回答は無記名式です

ので、皆様にご迷惑をおかけすることはございません。

アンケートの回答にかかる時間は、30 分程度を想定しております。

お忙しいところ大変恐縮ですが、ご協力をお願い申し上げます。

令和４年１月

あきる野市長 村木 英幸

１．この調査は無記名式です。

２．それぞれの質問について、ありのままの考えをお答えください。

３．ご家族の方など、同居されている方がいらっしゃる場合でも、このアンケート票を

お受け取りいただいた方ご自身の考えをお答えください。

４．回答は、当てはまる項目の番号に○をつけてください。

・質問によって、○をつける数が異なります。

・回答によって、その後の質問が異なる箇所があります。

・「その他」を選んだ場合には、（ ）内に具体的な内容をご記入ください。

４．アンケートの集計結果は、「市ホームページ」などで公表します。ただし、個人の

特定につながるおそれのある内容は、公表しないことをお約束します。

ご記入後は、同封の返信用封筒に入れて、●月●日（●）までに

ポストへご投函ください。（お名前、ご住所の記入は不要です。）

ご協力のお願い

ご記入に当たって

〒197-0814 あきる野市二宮 350 番地
Tel：042-558-1111（内線）2211
Fax：042-558-1113

あきる野市役所

企画政策課

［調査実施機関・問合せ先］

株式会社サンビーム

〒101-0061 千代田区神田三崎町 3-2-8 グランバレー三崎町２階

Tel：03-4446-5056 Fax：03-3239-7072 担当：渋谷、橋本

資料４
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最初に、あなたご自身についてお尋ねします

問１ あなたの住所のうち、「町・字名」をお聞かせください。

（回答例）お住まいの住所が「あきる野市二宮 350 番地」の場合

あきる野市

あきる野市

※市民の皆様の公共交通へのニーズ、公共交通のご利用状況について、地域ごとの実態を正確に把

握するため、居住地は重要な情報となります。必ずご記入ください。

問２ あなたの「性別」をお聞かせください（〇は１つ）。

問３ あなたの「年代」をお聞かせください（〇は１つ）。

問３ あなたが外出される際には、他の方の介助を必要としますか（〇は１つ）。

問４ あなたの運転免許（普通自動車第一種運転免許）の保有状況と、今後の返納意

向についてお聞かせください（〇は１つ）。

問５ あなたのお宅の自家用車（四輪車）の保有状況をお聞かせください（〇は１つ）。

１．男性 ２．女性 ３．回答しない

１．10 代 ２．20 代 ３．30 代 ４．40 代 ５．50 代 ６．60 代

７．70 代 ８．80 歳以上

１．１人で外出できる ２．他人の介助があれば、外出できる

３．他人の介助がある場合でも、外出は難しい

１．保有している ２．保有しているが、今後返納することを考えている

３．保有していたが、すでに返納した ４．保有したことはない

１．保有しており、自分自身が自由に使用できる

２．保有しており、家族などの他人も使用することがある

３．保有しているが、自分自身は運転しない

４．保有していない

二 宮

町・字名

町・字名

二 宮
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問６ あなたが、自家用車による送迎を依頼できる方はいますか（〇は１つ）。

問７ あなたが現在の住所に転居された時期をお聞かせください（〇は１つ）。

問８ あなたは現在、自宅外に通勤または通学をしていますか（当てはまるもの全

てに○）。

通勤・通学されている場合は、通勤先・通学先の市区町村名もお聞かせくだ

さい（「あきる野市内」に○、または市区町村名を記入）。

１．家族等の同居者に、比較的いつでも送迎を依頼できる

２．家族等の同居者はいるが、いつでも送迎を依頼できるわけではない

３．家族等の同居者はいるが、送迎を依頼することはない

４．近隣に住む家族や知人等に、比較的いつでも送迎を依頼できる

５．近隣に住む家族や知人等に、やむを得ない場合に送迎を依頼することがある

６．送迎を依頼できる人は、同居者にも近隣にもいない

１．2017（平成 29）年以降【５年経過していない】

２．2007（平成 19）年～2016（平成 28）年【14～５年前】

３．1997（平成９）年～2006（平成 18）年【24～15 年前】

４．1996（平成８）年以前【25 年以上前】

５．わからない

１．通勤している⇒通勤先（あきる野市内・ 市・区・町・村）

２．通学している⇒通学先（あきる野市内・ 市・区・町・村）

３．通勤通学はともにしていない
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新型コロナウィルス感染症の流行による日常生活の行動の変化についてお尋ねします

問 9-1 国内における新型コロナウィルス感染症の流行の影響により、あなたの日

常生活の行動において変化したことはありますか。

2019（令和元）年頃（コロナ前）、2020（令和２）年４月以降の緊急事態宣言

発令期間中を比較してお答えください。

（ア～クについて、１～６からそれぞれ〇を１つ）。

問 9-2 問 9-1 でお答えいただいた時期と比較し、令和４年１月時点での日常生活

の行動の変化についてお答えください（○は１つ）。

１
．
と
て
も

そ
う
思
う

２
．
や
や

そ
う
思
う

３
．
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

４
．
あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い

５
．
全
く
そ
う

思
わ
な
い

６

．
わ

か

ら

な

い
・
該
当
し

（回答例）ア．外出する機会が少なくなった １ ２ ３ ４ ５ ６

ア．外出する機会が少なくなった １ ２ ３ ４ ５ ６

イ．人が集まる場所（繁華街、飲食店等）

に行くのを控えるようになった
１ ２ ３ ４ ５ ６

ウ．他人と会うことを控えるようになっ

た
１ ２ ３ ４ ５ ６

エ．家族等、同居者と過ごす時間が増えた １ ２ ３ ４ ５ ６

オ．テレワークまたはオンライン授業を

自宅で行う頻度が増えた
１ ２ ３ ４ ５ ６

カ．公共交通機関の利用を控えるように

なった
１ ２ ３ ４ ５ ６

キ．公共交通機関の代わりに、自家用車で

の外出が多くなった
１ ２ ３ ４ ５ ６

ク．公共交通機関の代わりに、徒歩や自転

車での外出が多くなった
１ ２ ３ ４ ５ ６

１．ほぼコロナ前の日常生活同様に戻った

２．一部、コロナ前の日常生活に戻っていないものがある

⇒該当するものを問 9-1 における項目（ア～ク）から選んでご記入ください

（ ）

３．ほとんどコロナ前の日常生活に戻っていない

４．日常生活の行動の変化は元々なかった
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「JR五日市線」のご利用状況と利便性についてお尋ねします

問 10 あなたの「JR 五日市線」の利用頻度をお答えください（〇は１つ）。

問 11 あなたが「JR 五日市線」を利用する目的について、当てはまるものを全てお

答えください（当てはまるもの全てに○）。複数ある場合は、最も頻度が高

い目的の選択肢の番号を、併せてご記入ください。

問 12 「JR 五日市線」の利便性について、あなたのご意見をお聞かせください（ア

～キについて、１～６からそれぞれ〇を１つ）。

１．週４日以上 ２．週２～３日程度 ３．週１日程度

４．月２～３日程度 ５．月１回程度 ６．年数回程度

７．全く利用しない

１．通勤 ２．通学 ３．用務 ４．通院

５．私用 ６．買物 ７．娯楽・趣味

８．その他（ ）

１
．
と
て
も
満
足

２
．
や
や
満
足

３
．
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

４
．
や
や
不
満

５
．
と
て
も
不
満

６
．
わ
か
ら
な
い
・

該
当
し
な
い

ア．便数 １ ２ ３ ４ ５ ６

イ．始発便の時刻 １ ２ ３ ４ ５ ６

ウ．最終便の時刻 １ ２ ３ ４ ５ ６

エ．所要時間 １ ２ ３ ４ ５ ６

オ．定時性 １ ２ ３ ４ ５ ６

カ．運賃 １ ２ ３ ４ ５ ６

キ．総合評価 １ ２ ３ ４ ５ ６

問11へ

次のページへ

総合評価について、理由があればご自由にお書きください。

最も頻度の高い目的の番号（複数ある場合のみ）
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「西東京バス」のご利用状況と利便性についてお尋ねします

問 13 あなたの「西東京バス」の利用頻度をお答えください（〇は１つ）。

問 14 あなたが「西東京バス」を利用する目的について、当てはまるものを全てお

答えください（当てはまるもの全てに○）。複数ある場合は、最も頻度が高

い目的の選択肢の番号を、併せてご記入ください。

問 15 「西東京バス」の利便性について、あなたのご意見をお聞かせください（ア

～キについて、１～６からそれぞれ〇を１つ）。

１．週４日以上 ２．週２～３日程度 ３．週１日程度

４．月２～３日程度 ５．月１回程度 ６．年数回程度

７．全く利用しない

１．通勤 ２．通学 ３．用務 ４．通院

５．私用 ６．買物 ７．娯楽・趣味

８．その他（ ）

１
．
と
て
も
満
足

２
．
や
や
満
足

３
．
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

４
．
や
や
不
満

５
．
と
て
も
不
満

６
．
わ
か
ら
な
い
・

該
当
し
な
い

ア．便数 １ ２ ３ ４ ５ ６

イ．始発便の時刻 １ ２ ３ ４ ５ ６

ウ．最終便の時刻 １ ２ ３ ４ ５ ６

エ．所要時間 １ ２ ３ ４ ５ ６

オ．定時性 １ ２ ３ ４ ５ ６

カ．運賃 １ ２ ３ ４ ５ ６

キ．総合評価 １ ２ ３ ４ ５ ６

問14へ

次のページへ

総合評価について、理由があればご自由にお書きください。

最も頻度の高い目的の番号（複数ある場合のみ）
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「るのバス（あきる野市循環バス）」のご利用状況と利便性についてお尋ねします

問 16 あなたの「るのバス」の利用頻度をお答えください（〇は１つ）。

問 17 あなたが「るのバス」を利用する目的について、当てはまるものを全てお答

えください（当てはまるもの全てに○）。複数ある場合は、最も頻度が高い

目的の選択肢の番号を、併せてご記入ください。

問 18 「るのバス」の利便性について、あなたのご意見をお聞かせください（ア～

キについて、１～６からそれぞれ〇を１つ）。

１．週４日以上 ２．週２～３日程度 ３．週１日程度

４．月２～３日程度 ５．月１回程度 ６．年数回程度

７．全く利用しない

１．通勤 ２．通学 ３．用務 ４．通院

５．私用 ６．買物 ７．娯楽・趣味

８．その他（ ）

１
．
と
て
も
満
足

２
．
や
や
満
足

３
．
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

４
．
や
や
不
満

５
．
と
て
も
不
満

６
．
わ
か
ら
な
い
・

該
当
し
な
い

ア．便数 １ ２ ３ ４ ５ ６

イ．始発便の時刻 １ ２ ３ ４ ５ ６

ウ．最終便の時刻 １ ２ ３ ４ ５ ６

エ．所要時間 １ ２ ３ ４ ５ ６

オ．定時性 １ ２ ３ ４ ５ ６

カ．運賃 １ ２ ３ ４ ５ ６

キ．総合評価 １ ２ ３ ４ ５ ６

問17へ

次のページへ

総合評価について、理由があればご自由にお書きください。

最も頻度の高い目的の番号（複数ある場合のみ）
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「タクシー※」のご利用状況と利便性についてお尋ねします

問 22 あなたの「タクシー」の利用頻度をお答えください（〇は１つ）。

問 23 あなたが「タクシー」を利用する目的について、当てはまるものを全てお答

えください（当てはまるもの全てに○）。複数ある場合は、最も頻度が高い

目的の選択肢の番号を、併せてご記入ください。

問 24 「タクシー」の利便性について、あなたのご意見をお聞かせください（ア～

カについて、１～６からそれぞれ〇を１つ）。

１．週４日以上 ２．週２～３日程度 ３．週１日程度

４．月２～３日程度 ５．月１回程度 ６．年数回程度

７．全く利用しない

１．通勤 ２．通学 ３．用務 ４．通院

５．私用 ６．買物 ７．娯楽・趣味

８．その他（ ）

１
．
と
て
も
満
足

２
．
や
や
満
足

３
．
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

４
．
や
や
不
満

５
．
と
て
も
不
満

６
．
わ
か
ら
な
い
・

該
当
し
な
い

ア．便数 １ ２ ３ ４ ５ ６

イ．営業時間帯（乗車できる時間帯） １ ２ ３ ４ ５ ６

ウ．所要時間 １ ２ ３ ４ ５ ６

エ．定時性 １ ２ ３ ４ ５ ６

オ．運賃 １ ２ ３ ４ ５ ６

カ．総合評価 １ ２ ３ ４ ５ ６

問23へ

次のページへ

総合評価について、理由があればご自由にお書きください。

最も頻度の高い目的の番号（複数ある場合のみ）

※本アンケートにおける「タクシー」は、あきる野市内で営業する（乗車できる）

法人タクシーや個人タクシーを対象とします。
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「その他の交通サービス」のご利用状況と利便性についてお尋ねします

問 25 これまでお答えいただいたサービス以外で、あなたがあきる野市内で利用し

ている交通サービスがあれば、下の枠にご記入ください。

サービス名

問 26 問 25 でお答えいただいたサービスの利用頻度をお答えください（〇は１つ）。

問 27 問 25 でお答えいただいたサービスを利用する目的について、当てはまるも

のを全てお答えください（当てはまるもの全てに○）。複数ある場合は、最

も頻度が高い目的の選択肢の番号を、併せてご記入ください。

問 28 問 25 でお答えいただいた交通サービスの利便性について、あなたのご意見

をお聞かせください（ア～カについて、１～６からそれぞれ〇を１つ）。

１．週４日以上 ２．週２～３日程度 ３．週１日程度

４．月２～３日程度 ５．月１回程度 ６．年数回程度

１．通勤 ２．通学 ３．用務 ４．通院

５．私用 ６．買物 ７．娯楽・趣味

８．その他（ ）

１
．
と
て
も
満
足

２
．
や
や
満
足

３
．
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

４
．
や
や
不
満

５
．
と
て
も
不
満

６
．
わ
か
ら
な
い
・

該
当
し
な
い

ア．便数 １ ２ ３ ４ ５ ６

イ．営業時間帯（乗車できる時間帯） １ ２ ３ ４ ５ ６

ウ．所要時間 １ ２ ３ ４ ５ ６

エ．定時性 １ ２ ３ ４ ５ ６

オ．運賃 １ ２ ３ ４ ５ ６

カ．総合評価 １ ２ ３ ４ ５ ６

総合評価について、理由があればご自由にお書きください。

最も頻度の高い目的の番号（複数ある場合のみ）

ある場合のみ、以下の質問にお答えください。（ない場合は次のページへ）
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お住まいの地区※から、地区の外へ移動する際の困りごとについてお尋ねします

問 29-1 あなたがお住まいの地区から、地区の外（市内外を問いません）へと移動

する際に、ア～カのような困りごとはありますか。

それぞれ「１．とても当てはまる」「２．やや当てはまる」「３．どちらと

もいえない」「４．あまり当てはまらない」「５．全く当てはまらない」の

５段階でお答えください。

（ア～オについて、１～５からそれぞれ〇を１つ）

問 29-2 そのほか、あなたがお住まいの地区から、地区の外へと移動する際に、困

っていることはありますか。あれば、ご自由にお書きください。

１
．
と
て
も
当
て
は
ま
る

２
．
や
や
当
て
は
ま
る

３
．
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

４
．
あ
ま
り
当
て
は
ま
ら
な
い

５
．
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い

ア．自家用車がないと移動が不便 １ ２ ３ ４ ５

イ．自宅から駅やバス停までの距離が遠い １ ２ ３ ４ ５

ウ．公共交通（鉄道、バス）の便数が少ない １ ２ ３ ４ ５

エ．目的地に直通する公共交通がない １ ２ ３ ４ ５

オ．公共交通の利用方法が分からない １ ２ ３ ４ ５

※「お住まいの地区」とは、あなたが自宅から徒歩で移動できる範囲内のこととします。
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※以下の問 30 以降にお答えいただく前に、同封の参考資料をお読みください。

施策①「タクシー料金補助制度」についてお尋ねします

問 30 あなたがお住まいの地区を対象に、タクシー料金補助制度が導入された場

合、あなたにア～ウのようなメリットがあると思いますか。

（ア～ウについて、１～５からそれぞれ〇を１つ）

問 31 最低限望む補助額について、もっとも当てはまるものを一つお答えください

（○は 1つ）。

問 32 どのような補助額でも利用しないと思う理由について、当てはまるものを全

てお答えください（当てはまるもの全てに○）。

問 33 タクシー料金補助制度が導入された場合、タクシーを利用したい目的につい

て当てはまるものを全てお答えください（当てはまるもの全てに○）。

１
．
思
う

２
．
や
や
思
う

３
．
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

４
．
あ
ま
り
思
わ
な
い

５
．
全
く
思
わ
な
い

ア．自家用車がなくとも日常的な移動に困らなく

なる
１ ２ ３ ４ ５

イ．自宅から駅やバス停までのアクセスが便利に

なる
１ ２ ３ ４ ５

ウ．タクシーがより気軽に利用できるようになる １ ２ ３ ４ ５

１．運賃の２～３割程度 ２．運賃の半額程度

３．運賃の６～７割程度

４．どのような補助額でも利用しないと思う

１．自家用車の方が便利だと思うから

２．鉄道やバスで充分だから ３．利用に手間がかかりそうだから

４．利用する用事がないと思うから ５．介助がないと外出できないから

６．その他（ ）

１．通勤 ２．通学 ３．用務 ４．通院

５．私用 ６．買物 ７．娯楽・趣味

８．その他（ ）

問 32 へ

問 33 へ

回答後は問 34（次の頁）へ
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施策②「小型車両による定時定路線型交通の導入」についてお尋ねします

問 34 あなたがお住まいの地区を対象に、小型車両による定時定路線型交通が導入

された場合、あなたにア～エのようなメリットがあると思いますか。

（ア～エについて、１～５からそれぞれ〇を１つ）

問 35 運送の対価（運賃）として、どの程度までの料金を支払えますか（○は 1つ）。

問 36 たとえ無料でも利用したいと思わない理由について、当てはまるものを全て

お答えください（当てはまるもの全てに○）。

１
．
思
う

２
．
や
や
思
う

３
．
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

４
．
あ
ま
り
思
わ
な
い

５
．
全
く
思
わ
な
い

ア．自家用車がなくとも日常的な移動に困らなく

なる
１ ２ ３ ４ ５

イ．自宅から駅やバス停までのアクセスが便利に

なる
１ ２ ３ ４ ５

ウ．自分の都合のよい時間に公共交通を利用でき

るようになる
１ ２ ３ ４ ５

エ．目的地まで乗換なしの公共交通を利用できる

ようになる
１ ２ ３ ４ ５

１．100 円程度 ２．200～300 円程度 ３．400～500 円程度

４．600～700 円程度 ５．800 円以上 ６．無料

７．たとえ無料でも利用したいと思わない

１．自家用車の方が便利だと思うから

２．今ある公共交通で充分だから ３．利用に手間がかかりそうだから

４．利用する用事がないと思うから ５．介助がないと外出できないから

６．その他（ ）

問 36 へ

次の頁

問 37 へ

回答後は問 40（p.13）へ
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問 37 小型車両による定時定路線型交通が導入された場合、利用したい目的につい

て当てはまるものを全てお答えください（当てはまるもの全てに○）。

問 38 小型車両による定時定路線型交通を利用して行きたい場所について、当ては

まるものを全てお答えください（当てはまるもの全てに○）。また、差し支

えなければ具体的な駅名、施設の名称、大まかな場所等を併せてご記入くだ

さい。

問 39 最低限望む運行頻度について、もっとも当てはまるものを一つお答えくださ

い（○は 1つ）。

１．通勤 ２．通学 ３．用務 ４．通院

５．私用 ６．買物 ７．娯楽・趣味

８．その他（ ）

１．鉄道駅 （駅名： ）

２．商業施設、スーパー（名称： ）

３．病院 （名称： ）

４．公共施設 （名称： ）

５．金融機関 （名称： ）

６．その他（大まかな場所： ）

１．30 分に１本程度 ２．１時間に１本程度 ３．２～３時間に１本程度

４．その他（ ）
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施策③「るのバスの増便増発または新規路線の開設」についてお尋ねします

問 40 あなたがお住まいの地区を対象に、るのバスの増便増発または新規路線の開

設が行われた場合、あなたにア～エのようなメリットがあると思いますか。

それぞれ「１．思う」「２．やや思う」「３．どちらともいえない」「４．あま

り思わない」「５．全く思わない」の５段階でお答えください。

（ア～エについて、１～５からそれぞれ〇を１つ）

問 41 運送の対価（運賃）として、どの程度までの料金を支払えますか（○は 1つ）。

問 42 たとえ無料でも利用したいと思わない理由について、当てはまるものを全て

お答えください（当てはまるもの全てに○）。

１
．
思
う

２
．
や
や
思
う

３
．
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

４
．
あ
ま
り
思
わ
な
い

５
．
全
く
思
わ
な
い

ア．自家用車がなくとも日常的な移動に困らなく

なる
１ ２ ３ ４ ５

イ．自宅から駅やバス停までのアクセスが便利に

なる
１ ２ ３ ４ ５

ウ．自分の都合のよい時間に公共交通を利用でき

るようになる
１ ２ ３ ４ ５

エ．目的地まで乗換なしの公共交通を利用できる

ようになる
１ ２ ３ ４ ５

１．100 円程度 ２．200～300 円程度 ３．400～500 円程度

４．600～700 円程度 ５．800 円以上 ６．無料

７．たとえ無料でも利用したいと思わない

１．自家用車の方が便利だと思うから

２．今ある公共交通で充分だから ３．利用に手間がかかりそうだから

４．利用する用事がないと思うから ５．介助がないと外出できないから

６．その他（ ）

問 42 へ

次の頁

問 43 へ

回答後は問 46（p.15）へ
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問 43 るのバスの増便増発または新規路線の開設が行われた場合、利用したい目的

について当てはまるものを全てお答えください（当てはまるもの全てに○）。

問 44 るのバスを利用して行きたい場所について、当てはまるものを全てお答えく

ださい（当てはまるもの全てに○）。また、差し支えなければ具体的な駅名、

施設の名称、大まかな場所等を併せてご記入ください。

問 45 るのバスに最低限望む運行頻度について、もっとも当てはまるものを一つお

答えください（○は 1つ）。

１．通勤 ２．通学 ３．用務 ４．通院

５．私用 ６．買物 ７．娯楽・趣味

８．その他（ ）

１．鉄道駅 （駅名： ）

２．商業施設、スーパー（名称： ）

３．病院 （名称： ）

４．公共施設 （名称： ）

５．金融機関 （名称： ）

６．その他（大まかな場所： ）

１．30 分に１本程度 ２．１時間に１本程度 ３．２～３時間に１本程度

４．その他（ ）
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施策④「デマンド型交通の導入」についてお尋ねします

問 46 あなたがお住まいの地区を対象に、デマンド型交通が導入された場合、あな

たにア～エのようなメリットがあると思いますか。

（ア～エについて、１～５からそれぞれ〇を１つ）

問 47 運送の対価（運賃）として、どの程度までの料金を支払えますか（○は 1つ）。

問 48 たとえ無料でも利用したいと思わない理由について、当てはまるものを全て

お答えください（当てはまるもの全てに○）。

１
．
思
う

２
．
や
や
思
う

３
．
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

４
．
あ
ま
り
思
わ
な
い

５
．
全
く
思
わ
な
い

ア．自家用車がなくとも日常的な移動に困らなく

なる
１ ２ ３ ４ ５

イ．自宅から駅やバス停までのアクセスが便利に

なる
１ ２ ３ ４ ５

ウ．自分の都合のよい時間に公共交通を利用でき

るようになる
１ ２ ３ ４ ５

エ．目的地まで乗換なしの公共交通を利用できる

ようになる
１ ２ ３ ４ ５

１．100 円程度 ２．200～300 円程度 ３．400～500 円程度

４．600～700 円程度 ５．800 円以上 ６．無料

７．たとえ無料でも利用したいと思わない

１．自家用車の方が便利だと思うから

２．今ある公共交通で充分だから ３．利用に手間がかかりそうだから

４．利用する用事がないと思うから ５．介助がないと外出できないから

６．その他（ ）

問 48 へ

次の頁

問 49 へ

回答後は問 52（p.17）へ
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問 49 デマンド型交通が導入された場合、利用したい目的について当てはまるもの

を全てお答えください（当てはまるもの全てに○）。

問 50 デマンド型交通を利用して行きたい場所について、当てはまるものを全てお

答えください（当てはまるもの全てに○）。また、差し支えなければ具体的

な駅名、施設の名称、大まかな場所等を併せてご記入ください。

問 51 最低限望む「利用予約の締め切りの時期」について、もっとも当てはまるも

のを一つお答えください（○は 1つ）。

１．通勤 ２．通学 ３．用務 ４．通院

５．私用 ６．買物 ７．娯楽・趣味

８．その他（ ）

１．鉄道駅 （駅名： ）

２．商業施設、スーパー（名称： ）

３．病院 （名称： ）

４．公共施設 （名称： ）

５．金融機関 （名称： ）

６．その他（大まかな場所： ）

１．利用の１時間前まで ２．利用の２～３時間前まで

３．利用の約半日前まで ４．利用の前日まで

５．その他（ ）
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交通に関する近年の話題に対するご関心をお尋ねします

問 52 新たな公共交通等のあり方として、近年メディア等で取り上げられる話題と

して、ア～カが挙げられます。これらの話題に対するあなたのご関心として、

もっとも当てはまるものを一つずつご回答ください。

（ア～カについて、１～６からそれぞれ〇を１つ）

１
．
と
て
も
関
心
が
あ
る

２
．
や
や
関
心
が
あ
る

３
．
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

４
．
あ
ま
り
関
心
が
な
い

５
．
全
く
関
心
が
な
い

６
．
わ
か
ら
な
い

ア．自転車通行空間の整備

（自転車レーン等）
１ ２ ３ ４ ５ ６

イ．市内や周辺等を対象とした MaaS※の

導入
１ ２ ３ ４ ５ ６

ウ．複数人で自動車を共用する仕組みの

導入（カーシェアリング）
１ ２ ３ ４ ５ ６

エ．複数人で自転車を共用する仕組みの

導入（サイクルシェアリング）
１ ２ ３ ４ ５ ６

オ．自家用車の自動運転に対応した環境

の整備（道路整備等）
１ ２ ３ ４ ５ ６

カ．自動運転による乗合交通（バス等）の

導入
１ ２ ３ ４ ５ ６

※MaaS：複数の公共交通等を組み合わせて、出発地から目的地までのルートの検索・予

約・決済等を一括で行うサービス。
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交通政策、公共交通全般に関するご意見・ご要望についてお尋ねします

問 53 あきる野市の交通政策や、市内の公共交通全般に関するご意見・ご要望がご

ざいましたら、ご自由にお書きください。

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。


